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■ひとり言■  こんにちは、エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

昔から季節の変わり目によく使われることわざに、「暑さ寒さも彼岸まで」という例えがあり

ます。夏の暑さは秋分頃までに、冬の寒さは春分頃までに和らぎ、凌ぎやすくなるという意味

の、日本の慣用句でもあります。特に、今年の夏は連日の猛暑に加え、降水量の少なさのため

に貯水池の取水は制限され、一時は、我々一般家庭への給水制限の可能性も考えられていたよ

うです。しかし、秋のお彼岸を境に、猛暑も一段落し、恵の雨で庭木も生き返り、まさしく、

ことわざ通り、「暑さ寒さも彼岸まで」の爽やかな季節を迎えることができ、どこか心身とも

に元気を取り戻したような感があります。私事ですが、日常の運動不足と減量を兼ねて、毎週

３～４回、早朝５：００に起床して約１時間半の散歩に出掛けております。そして、お彼岸前

の散歩は、早朝とはいえ蒸し暑さのため全身にかなりの汗をかき、散歩の後は毎回シャワーを

浴びる必要がありましたが、お彼岸の後は、気温も適度で爽やかな秋風も吹いて汗をかくこと

も極端に少なくなり、快適な早朝散歩を満喫しております今日この頃です。そして、 

減量の成果はどこまで散歩を継続できるかにかかっていると思われます。 

 

 

■お客様の      モルタル外壁塗装/南大野 Ｎ様邸 

  施工現場から■   築３０年、建坪４０坪の木造モルタル２階建てのお住まいで、周

辺の地盤が軟弱なため、日常、隣接した道路をトラック等が通行 

しますと、その震動が建物にも伝わってくるとのことでした。 

このため、モルタル外壁のあちこちに,多数のヒビ割れが見られており、長年の間放置されてお

りましたので、内壁への雨水の浸入も懸念されておりました。 

そこで、まず外壁廻りに付着した汚れや藻、コケ等を高圧洗浄にて奇麗に洗い落とし、乾燥さ

せ、ヒビ割れしたモルタル部分に、防水シール剤が浸透しやすいよう、表面をカットしシール

剤を注入いたしました。この下地の処理に十分時間をかけ、塗装後のヒビ割れの再発を防止す

る処理を致しました。そして、このたびは、弾性が高く、強い塗膜を形成し、下地のヒビ割れ

やハガレを防止する「シリコン塗料」をお勧めし、約１０日間にて工事を終了 

させていただきました。このたびの工事により、お住まいの外観も美しくよみ         

がえり、これからもより快適に日々お過ごしになられることと思われます。 
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■暮らしのたより■   サッシ窓から５０％も熱が逃げている 

 

秋から冬にかけて日毎に寒さが深まります。寒くない住まいとは、断熱性と機密性

が高いことです。室内の熱の流出を防ぎ、暖かい空気が屋外に逃げていかないよう

にするため、第一歩は開口部、それも窓ガラスの断熱化にあります。 

家が寒いのはせっかくの暖房の熱が、実に４８％も窓・開口部から外に逃げている

という住まいの調査結果が出ております。これは、ガラス自体の断熱性能が低いこ

とに加え、窓サッシの材質が、熱が逃げやすいアルミであることも原因の一つでも

あります。従って、より断熱性の高いガラスに取替え、さらに、窓を二重にするこ

とにより、約５０％の熱の流出を抑えられことにもなります。 

窓ガラスの断熱に効果的なのは、窓ガラス自体を複層ガラスに取替え、２枚のガラ

スで中空層を挟み込み、断熱効果に加えて結露しないというメリットがあります。

また、もう一つの方法は内窓です。現在ある窓の内側に、新たに枠ごと窓を取付け

て二重窓とし、室内からの熱と暖かい空気の流失を防ぐという方法です。 

その際、複層ガラスと内窓のメリット・デメリットもありますので、 

その特長をよく見極めて、それぞれのお住まいの事情に 

マッチした方法を選択されることが大切です。 


